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戸田市宅地開発事業等戸田市宅地開発事業等
指導条例の一部改正（案）指導条例の一部改正（案）
に係るパブリック・コメントの実施についてに係るパブリック・コメントの実施について

　市では、2017（平成 29）年 1月から戸田市宅　市では、2017（平成 29）年 1月から戸田市宅
地開発事業等指導条例を施行し、市内で行われる宅地地開発事業等指導条例を施行し、市内で行われる宅地
開発事業などに関する手続及び基準を定めることによ開発事業などに関する手続及び基準を定めることによ
り、良好な都市環境の形成を図っております。この度、り、良好な都市環境の形成を図っております。この度、
子育て世帯等の定住化や社会情勢の変化に合わせた住子育て世帯等の定住化や社会情勢の変化に合わせた住
宅供給を促進するため、条例の改正を予定しています。宅供給を促進するため、条例の改正を予定しています。
そこで、その内容について広く市民の皆さんから意見そこで、その内容について広く市民の皆さんから意見
を募集します。を募集します。

募集期間募集期間：8月5日（火）〜9月3日（水）：8月5日（火）〜9月3日（水）
担当課担当課：建築住宅課（内線322）：建築住宅課（内線322）
提出方法提出方法：資料公開場所への持参、郵便、FAX（048-：資料公開場所への持参、郵便、FAX（048-
	 433-2200）、電子メール（kentiku-	 433-2200）、電子メール（kentiku-

jutaku@city.toda.saitama.jp）、市ホーjutaku@city.toda.saitama.jp）、市ホー
ムページのお問い合わせフォーム※資料公ムページのお問い合わせフォーム※資料公
開場所により受付時間が異なります開場所により受付時間が異なります

資料公開場所資料公開場所：建築住宅課、市政情報コーナー、各福：建築住宅課、市政情報コーナー、各福
祉センター、コンパル、戸田公園駅前行政祉センター、コンパル、戸田公園駅前行政
センター、さくらパル、あいパル、市ホーセンター、さくらパル、あいパル、市ホー
ムページムページ

問い合わせ先問い合わせ先　行政管理課　行政管理課
　　　　　　　電話：048-424-9551　　　　　　　電話：048-424-9551
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守
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に
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ク
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ク
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８
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８
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た
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平和の鐘つき
8月15日（金）
12:00〜（集合11:45）

市内 6か所の寺院

原爆パネル展
8月26（月）〜9月7日（日）
平日9:00〜20:00、土・日9:00〜18:00
（初日は12:00〜、最終日は〜16:30）

戸田市立中央図書館
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ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
よ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
よ
る

「
見
守
り
」
に
プ
ラ
ス
し
、

「
見
守
り
」
に
プ
ラ
ス
し
、

地
域
商
店
、
区
内
企
業
、
大

地
域
商
店
、
区
内
企
業
、
大

学
、
高
校
な
ど
に
も
協
力
を

学
、
高
校
な
ど
に
も
協
力
を

呼
び
か
け
「
町
の
見
守
り
の

呼
び
か
け
「
町
の
見
守
り
の

目
」
を
増
や
す
こ
と
に
取
り

目
」
を
増
や
す
こ
と
に
取
り

組
ん
で
い
く
と
説
明
さ
れ
た

組
ん
で
い
く
と
説
明
さ
れ
た

の
が
印
象
的
で
し
た
。

の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

先
進
市
へ
の
視
察
な
ど
を

　

先
進
市
へ
の
視
察
な
ど
を

通
じ
て
感
じ
た
こ
と
は
、
ど

通
じ
て
感
じ
た
こ
と
は
、
ど

ん
な
に
制
度
を
用
意
し
て
も

ん
な
に
制
度
を
用
意
し
て
も

当
事
者
・
現
場
と
の
乖
離
が

当
事
者
・
現
場
と
の
乖
離
が

な
い
の
か
。
必
要
な
情
報
を

な
い
の
か
。
必
要
な
情
報
を

発
信
し
て
い
て
も
当
事
者
は

発
信
し
て
い
て
も
当
事
者
は

キ
ャ
ッ
チ
で
き
る
の
か
。
人

キ
ャ
ッ
チ
で
き
る
の
か
。
人

と
の
か
か
わ
り
を
拒
絶
し
て

と
の
か
か
わ
り
を
拒
絶
し
て

い
る
人
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は

い
る
人
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は

ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
の

ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
の

か
等
、
対
策
の
難
し
さ
を
改

か
等
、
対
策
の
難
し
さ
を
改

め
て
実
感
し
ま
し
た
。
今
後

め
て
実
感
し
ま
し
た
。
今
後

も
委
員
会
で
協
議
し
、
市
民

も
委
員
会
で
協
議
し
、
市
民

の
現
状
に
寄
り
添
っ
た
提
言

の
現
状
に
寄
り
添
っ
た
提
言

書
と
な
る
よ
う
ま
と
め
て
い

書
と
な
る
よ
う
ま
と
め
て
い

き
ま
す
。

き
ま
す
。（
健
康
福
祉
常
任

委
員
会
委
員
・
本
田
哲
）

　
「
子
育
て
サ
ロ
ン
ひ
だ
ま

　
「
子
育
て
サ
ロ
ン
ひ
だ
ま

り
」
は
、「
人
々
が
気
軽
に

り
」
は
、「
人
々
が
気
軽
に

集
い
、
相
互
交
流
や
妊
娠
・

集
い
、
相
互
交
流
や
妊
娠
・

出
産
・
子
育
て
の
不
安
・
悩

出
産
・
子
育
て
の
不
安
・
悩

み
を
相
談
で
き
る
場
を
提
供

み
を
相
談
で
き
る
場
を
提
供

す
る
こ
と
に
よ
り
、
母
親
の

す
る
こ
と
に
よ
り
、
母
親
の

育
児
適
応
を
高
め
、
住
み
慣

育
児
適
応
を
高
め
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
子

れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
子

育
て
を
め
ざ
す
」
こ
と
を
目

育
て
を
め
ざ
す
」
こ
と
を
目

的
に
作
ら
れ
た
施
設
で
す
。

的
に
作
ら
れ
た
施
設
で
す
。

「
母
児
の
ケ
ア
」「
育
児
相
談
・

「
母
児
の
ケ
ア
」「
育
児
相
談
・

指
導
」「
休
息
」
を
中
心
に
、

指
導
」「
休
息
」
を
中
心
に
、

豊
か
な
経
験
値
・
実
践
知
を

豊
か
な
経
験
値
・
実
践
知
を

も
つ
助
産
師
な
ど
が
個
別
的

も
つ
助
産
師
な
ど
が
個
別
的

な
指
導
、
質
の
高
い
産
後
ケ

な
指
導
、
質
の
高
い
産
後
ケ

ア
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

ア
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

核
家
族
化
が
進
行
し
て
い
る

核
家
族
化
が
進
行
し
て
い
る

現
在
、
住
ん
で
い
る
地
域
で

現
在
、
住
ん
で
い
る
地
域
で

身
近
に
、
保
護
者
が
休
息
で

身
近
に
、
保
護
者
が
休
息
で

き
悩
み
な
ど
を
相
談
で
き
る

き
悩
み
な
ど
を
相
談
で
き
る

施
設
が
あ
る
こ
と
の
素
晴
ら

施
設
が
あ
る
こ
と
の
素
晴
ら

し
さ
を
体
感
し
ま
し
た
。

し
さ
を
体
感
し
ま
し
た
。

　
「
足
立
区
孤
立
ゼ
ロ
プ
ロ

　
「
足
立
区
孤
立
ゼ
ロ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
２
０
１
０

ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
２
０
１
０

年
に
生
存
し
て
い
れ
ば
１
１

年
に
生
存
し
て
い
れ
ば
１
１

１
歳
の
区
民
が

１
歳
の
区
民
が
3030
年
前
に
死

年
前
に
死

亡
し
て
い
た
と
の
事
件
を
受

亡
し
て
い
た
と
の
事
件
を
受

け
、
２
０
１
３
年
に
「
足
立

け
、
２
０
１
３
年
に
「
足
立

区
孤
立
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

区
孤
立
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

に
関
す
る
条
例
」
が
施
行
さ

に
関
す
る
条
例
」
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。「
気
づ
く
」「
つ

れ
ま
し
た
。「
気
づ
く
」「
つ

板
橋
区
、
足
立
区
の
孤
立

板
橋
区
、
足
立
区
の
孤
立

防
止
政
策
を
行
政
視
察

防
止
政
策
を
行
政
視
察

健
康
福
祉
常
任
委
員
会

健
康
福
祉
常
任
委
員
会


